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①相談支援体制の充
実を図る

②相談支援専門員の
質の向上

※

◇定期会議
・基幹相談支援セ
　ンター巡回相談
　報告
・困難ケース共
　有・検討
・地域移行・地域
　定着の把握、意
　見交換
・社会資源等の情
　報共有
・事例検討会（野
　中式）
・スキルアップ研
　修（サービス等
　利用計画作成）

P.52 ①第1回
6月20日開催
【参加者　22名】
②第2回
9月19日開催
事例検討会
【参加者　19名】
③第3回
12月19日開催
サービス等利用計
画作成についての
勉強会
【参加者　19名】
④第4回
2月16日開催

①会議では、困難
ケースは出なかっ
た。基幹相談支援セ
ンターの巡回訪問時
に確認していく。
あさひ学園と、相談
支援専門員との連携
を再度確認できた。
②事業所間のケース
引継ぎ方法、緊急時
受け入れ、相談員の
代筆について共有で
きた。また、「子育
てに困難さを抱えて
いるケース」につい
て、野中式を用いて
事例検討会を行った
ことで、課題の整理
ができ、何から取り
組めば良いのかが明
確になった。

終了 ・ 継続 →
同じ
・
変更

今後も定期会議を行い、情
報共有やケース検討を行う
ことで、相談員が困難ケー
スを抱え込まないようにし
ていく。また、スキルアッ
プにつなげていく。
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※続き ③2月開催の共同生活
援助事業所意見交換
会で取り上げたい話
題について、意見を
出し合い、相談員が
知りたい内容など
を、意見交換会につ
なげることができ
た。また、サービス
等利用計画書の作成
に当たっての疑問点
を出し合い、大森ア
ドバイザーより助言
いただいた。

①相談先の周知

※

◇関係機関での出
前講座等の実施
・小牧市地区民生
委員・児童委員連
絡協議会での相談
先説明　6地区（小
牧南部、小牧中
部、小牧西部、味
岡、篠岡、北里地
区）

P.53 ①西部地区民生委
員・児童委員連絡
協議会への出前講
座の開催
1回目8月2日開催
聴覚障害や、視覚
障害の方への関わ
り方についての講
話を行った。
【参加者　21名】
2回目3月7日予定

西部地区民生委員・
児童委員連絡協議会
で出前講座を行い、
障害者への理解に繋
げる機会になった。
他5地区の民生委員・
児童委員連絡協議会
には、相談先の説明
はできていない。

終了 ・継続 →
同じ
・
変更

終了 ・ 継続 →
同じ
・
変更

今後も定期会議を行い、情
報共有やケース検討を行う
ことで、相談員が困難ケー
スを抱え込まないようにし
ていく。また、スキルアッ
プにつなげていく。
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◇アドバイザーと
して連絡会（こど
も連絡会、日中活
動系連絡会・就労
支援連絡会）に参
加し、地域課題の
抽出や提案を行う
ため、他の関係機
関・事業所と情報
交換や課題の聞き
取り

こども連絡会
①全体会出席
6月16日開催
2月9日開催
②事業所部会出席
7月18日開催
10月24日開催
1月23日開催

③日中活動系連絡
会・就労支援連絡
会合同連絡会出席
6月5日開催
10月2日開催
2月2日開催

　アドバイザーとし
て、地域課題につな
がる意見を出すこと
はできなかったが、
サービス事業所の課
題を把握することが
できた。
　課題に出ていた相
談員がいないケース
について、担当者会
議の開催は誰が発信
をすれば良いか等の
問題点について、相
談支援事業所連絡会
で話し合ったが、結
論はでなかった。
　また、事例検討会
にて、支援が難しい
児童や、外国籍の家
族対応について検討
を行い、対応の一つ
として、担当者会議
の開催が必要である
が、相談員がいない
場合にどのように誰
が招集をかけるかな
どの課題があがっ
た。

終了 ・継続 →
同じ
・
変更

今後は、アドバイザーとい
う立場ではなく、委託相談
支援事業所の相談支援専門
員として、各連絡会に参加
する。

※続き P.53
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◇相談支援事業所
連絡会で検討すべ
き課題を共有し、
課題解決に向けて
検討

緊急時に宿泊を伴
う受け入れ先を探
すことが、極めて
困難であることを
共有した。

地域課題でもあり、
第4次障害者計画の重
点施策の一つでもあ
る「地域生活支援拠
点の機能強化」とし
て検討が必要。 終了 ・ 継続 →

同じ
・
変更

多くの相談員が課題と感じ
ている。

①市内の相談支援専
門員を増やす

◇機能強化型（継
続）サービス利用
支援費の算定につ
いて検討

P.53 「特定・障害児相
談支援の機能強化
型サービス利用支
援費算定に係る複
数事業所による協
働体制構築の検討
会」の開催
7月13日開催
【参加者　11名】
8月30日開催
【参加者　13名】
9月14日開催
【参加者　13名】

参加した事業所の中
で、2事業所が前向き
に検討していくこと
になった。この検討
会については、3回で
終了とする。

終了 ・ 継続 →
同じ
・
変更

ふれあい総合相談支援セン
ターといわざき授産所の2
事業所で「特定・障害児相
談支援の機能強化型サービ
ス利用支援費算定に係る複
数事業所による協働体制」
の具体的な協議を進めてい
く。また新たに参加を検討
する事業所があれば相談に
乗っていく。

※続き P.53
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◇当事者・保護者
を対象に、特別支
援学校卒業後の進
路先となる事業所
紹介

保護者向け進路説
明会　パネルディ
スカッションの開
催
8月7日開催
保護者参加者
【参加者　18名】
事業所パネラー
【6事業所】
ブース
【12事業所】

終了 ・ 継続 →
同じ
・
変更

◇特別支援学校と
進路の情報共有

（※）次年度も同じ内容で継続、または目的を変えず方法を変えるという意味で変更

当日参加した保護者から参
加後のアンケートより、来
年度の開催については、希
望が3名であったことから
相談支援事業所連絡会とし
ては行わない。ただし来年
度は、日中活動系・就労支
援連絡会で行っていく。
特別支援学校の教員と進路
の情報共有については、今
までの関わりの中で個別相
談で対応ができていると思
われる。

①卒業後の多様な進
路の確保

P.42 事前に保護者から
取ったアンケートを
元に、パネルディス
カッションの内容を
考えたこともあり、
「聞きたいことが聞
けて良かった」とい
う意見が多くあっ
た。特別支援学校の
教員にも呼びかけを
行ったが、参加は無
かった。


